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The purpose of this study was to clarify the process of the career establishment of 
female physical education teachers before World War II from the perspective of gender 
through their professional careers.
Historical materials for this study were acquired from the List of Personnel of Secondary 
Schools and the Archives of Women’s Higher Normal School and The Sixth Provisional Teacher 
Training Institute．
In 1939, 21 years had passed since students had graduated from the “First Course of 
Housework”. They were around 40 years old and only 14.3% of them worked as teachers. 
After graduation, they had retired gradually.  Considering graduates from the history of 
the course, 53.6% of single graduates worked as teachers and 22.8% of married graduates 
worked as teachers. The number of married graduates holding positions was less than half 
of single graduates. 
For teachers who taught a subject in conjunction with gymnastics, housework was the 
most common second subject. Music, Japanese language, manners and sewing were also 
taught.  These subjects became the subjects that female teachers could play an active part in 
for a long time, in addition to gymnastics and housework．
We observed that the number of graduates from both departments of the Sixth 
Provisional Teacher Training Institute gradually became lower over time. This was 




































































Therefore the numbers did not increase even if female physical education teachers were 
being trained. 
From the perspective of gender, marriage made the continuation as teachers difficult. 
However, the career establishment of female physical education teachers was begun in 




























































































































































































































     ・ 大正9年度『東京女子高等師範学校第六臨時教員養成所一覧』の所在が確認できないので，分析できなかった．
     ・ 大正13年度と大正15年度以降は『東京女子高等師範学校第六臨時教員養成所一覧』には卒業生の就職先の記載は卒業直後のみとなり，分析できな
かった．








































































































人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数
内
地
1 北海道 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1
内
地








3 岩手 1 1 3 2 2 1 1 1 1 3 岩手 1 1 1
4 宮城 1 2 3 2 1 2 3 2 1 1 1 4 宮城 2 2 3 4 2
5 秋田 5 秋田 1 1
6 山形 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 山形 1 1 2








9 栃木 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 9 栃木 1 1
10 群馬 1 10 群馬 2
11 埼玉 1 1 1 1 1 1 2 2 1 11 埼玉 1 1 1 2
12 千葉 1 1 2 3 2 3 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 千葉 1 1
13 東京 5 4 8 7 8 8 11 12 10 9 8 7 6 6 6 4 4 4 3 13 東京 3 3 5 6 13













新潟 1 1 2
16 富山 1 1 1 1 1 1 16 富山 1
17 石川 1 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 17 石川 2 3 4
18 福井 18 福井 1 1
19 山梨 19 山梨 1 1








22 静岡 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 22 静岡 1 1
23 愛知 1 1 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 23 愛知 3 3 2 4 3








26 京都 1 1 1 1 4 4 5 2 3 3 3 2 2 1 1 1 2 26 京都 3 3 1
27 大阪 1 1 4 4 3 3 2 2 2 1 1 2 1 2 2 2 27 大阪 1 2 4
28 兵庫 1 1 1 1 2 2 3 2 2 2 1 1 1 1 1 28 兵庫 1 1 4
29 奈良 1 1 3 3 3 4 3 3 3 3 4 2 2 1 1 1 29 奈良 1 1 3 3








32 島根 32 島根
33 岡山 1 2 3 2 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 33 岡山 1 1 1 2 1
34 広島 1 1 2 2 1 2 2 34 広島 2 4 1








37 香川 1 2 1 1 1 1 1 1 37 香川 1 1 1
38 愛媛 38 愛媛













福岡 1 1 3 4 2
41 佐賀 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 41 佐賀 1 1 1 1 2
42 長崎 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 42 長崎 1 1 2 3 3
43 熊本 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 43 熊本 1 4
44 大分 1 1 1 1 1 44 大分 1 1 2 3 4
45 宮崎 45 宮崎 1
46 鹿児島 1 1 1 1 1 2 46 鹿児島
47 沖縄 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 47 沖縄
外
地
1 朝鮮總督府 2 3 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 4
外
地
1 朝鮮總督府 1 1 1 1 1
2 臺灣總督府 1 1 1 2 臺灣總督府
合
計
在職者数 20 19 41 40 59 49 66 66 57 52 49 41 41 35 33 32 31 30 21 3 支那・青島 1
府県等数 14 13 26 25 27 24 33 34 29 28 28 23 23 21 21 22 22 21 13 4 關東州 1
参
考
非役数 1 2 4 5 7 16 20 19 27 31 34 42 42 47 48 48 49 50 57 合
計
在職者数 21 21 47 75 80
死亡者数 0 0 0 0 1 2 2 3 4 5 5 5 5 6 7 8 8 8 10 府県等数 16 16 23 39 37
非役・死亡者数 1 2 4 5 8 18 22 22 31 36 39 47 47 53 55 56 57 58 67
参
考
非役・空白数 0 0 3 4 27
卒業生数 21 21 45 45 67 67 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 死亡者数 0 0 0 0 2
非役・死亡者数 0 0 3 4 29













































     ・ 大正9年度『東京女子高等師範学校第六臨時教員養成所一覧』の
所在が確認できないので，分析できなかった．
     ・ 大正13年度と大正15年度以降は『東京女子高等師範学校第六臨
時教員養成所一覧』には卒業生の就職先の記載は卒業直後のみと
なり，分析できなかった．








































































































人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数
内
地
1 北海道 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1
内
地








3 岩手 1 1 3 2 2 1 1 1 1 3 岩手 1 1 1
4 宮城 1 2 3 2 1 2 3 2 1 1 1 4 宮城 2 2 3 4 2
5 秋田 5 秋田 1 1
6 山形 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 山形 1 1 2








9 栃木 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 9 栃木 1 1
10 群馬 1 10 群馬 2
11 埼玉 1 1 1 1 1 1 2 2 1 11 埼玉 1 1 1 2
12 千葉 1 1 2 3 2 3 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 千葉 1 1
13 東京 5 4 8 7 8 8 11 12 10 9 8 7 6 6 6 4 4 4 3 13 東京 3 3 5 6 13













新潟 1 1 2
16 富山 1 1 1 1 1 1 16 富山 1
17 石川 1 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 17 石川 2 3 4
18 福井 18 福井 1 1
19 山梨 19 山梨 1 1








22 静岡 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 22 静岡 1 1
23 愛知 1 1 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 23 愛知 3 3 2 4 3








26 京都 1 1 1 1 4 4 5 2 3 3 3 2 2 1 1 1 2 26 京都 3 3 1
27 大阪 1 1 4 4 3 3 2 2 2 1 1 2 1 2 2 2 27 大阪 1 2 4
28 兵庫 1 1 1 1 2 2 3 2 2 2 1 1 1 1 1 28 兵庫 1 1 4
29 奈良 1 1 3 3 3 4 3 3 3 3 4 2 2 1 1 1 29 奈良 1 1 3 3








32 島根 32 島根
33 岡山 1 2 3 2 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 33 岡山 1 1 1 2 1
34 広島 1 1 2 2 1 2 2 34 広島 2 4 1








37 香川 1 2 1 1 1 1 1 1 37 香川 1 1 1
38 愛媛 38 愛媛













福岡 1 1 3 4 2
41 佐賀 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 41 佐賀 1 1 1 1 2
42 長崎 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 42 長崎 1 1 2 3 3
43 熊本 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 43 熊本 1 4
44 大分 1 1 1 1 1 44 大分 1 1 2 3 4
45 宮崎 45 宮崎 1
46 鹿児島 1 1 1 1 1 2 46 鹿児島
47 沖縄 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 47 沖縄
外
地
1 朝鮮總督府 2 3 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 4
外
地
1 朝鮮總督府 1 1 1 1 1
2 臺灣總督府 1 1 1 2 臺灣總督府
合
計
在職者数 20 19 41 40 59 49 66 66 57 52 49 41 41 35 33 32 31 30 21 3 支那・青島 1
府県等数 14 13 26 25 27 24 33 34 29 28 28 23 23 21 21 22 22 21 13 4 關東州 1
参
考
非役数 1 2 4 5 7 16 20 19 27 31 34 42 42 47 48 48 49 50 57 合
計
在職者数 21 21 47 75 80
死亡者数 0 0 0 0 1 2 2 3 4 5 5 5 5 6 7 8 8 8 10 府県等数 16 16 23 39 37
非役・死亡者数 1 2 4 5 8 18 22 22 31 36 39 47 47 53 55 56 57 58 67
参
考
非役・空白数 0 0 3 4 27
卒業生数 21 21 45 45 67 67 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 死亡者数 0 0 0 0 2
非役・死亡者数 0 0 3 4 29




































































































































































































































































































































原　ヒサ 福岡 福岡縣門司高等女學校 1 0 家 豊田 福岡 福岡縣私立九州高等女學校
戸倉　ハル 東京 東京女子高等師範学校，同附属高等女學校 1 1 體 香川 香川縣立丸亀高等女學校




瀨戸　利子 和歌山 財團法人山脇高女學校 1 0 裁 黑田 三重 和歌山縣東牟婁郡郡立高等女學校
市島　キミ 北海道 財團法人女子經濟專門學校附屬高等女學校 1 0 裁 山形 北海道廳立札幌高等女學校
北澤　つるじ 東京 東京府立第九高等女學校 4 0 家・作・手藝・算 長野 長野縣松本女子師範学校
岩倉　トリ 熊本 熊本縣中央高等女學校 2 0 家・和裁 熊本 熊本縣私立尚絅高等女學校
上林　貞子 兵庫 財團法人甲南高等女學校 2 2 體 裁・ 尾崎 鳥取 鳥取縣立鳥取高等女學校
























































































1918（大正  7）年3月卒 21 3 14.3 1 2 33.3 66.7 4.8 
1920（大正  9）年3月卒 29 8 27.6 7 1 87.5 12.5 24.9 
1922（大正11）年3月卒 29 6 20.7 2 4 33.3 66.7 7.0 
1924（大正13）年3月卒 30 13 43.3 9 4 69.2 30.8 30.0 
1926（大正15）年3月卒 31 12 38.7 10 2 83.3 16.7 32.3 
1929（昭和  4）年3月卒 27 5 18.5 4 1 80.0 20.0 14.8 
1932（昭和  7）年3月卒 27 9 33.3 8 1 88.9 11.1 29.6 
1935（昭和10）年3月卒 28 18 64.3 16 2 88.9 12.5 57.1 
1938（昭和13）年3月卒 30 26 86.7 26 0 100.0 0.0 86.7 






































































































































1教科 2教科 3教科 4教科 合計
1918（大正  7）年3月卒 3 0 0 0 3
1920（大正  9）年3月卒 4 1 1 2 8
1922（大正11）年3月卒 1 3 1 1 6
1924（大正13）年3月卒 8 2 1 2 13
1926（大正15）年3月卒 8 2 2 0 12
1929（昭和  4）年3月卒 3 1 1 0 5
1932（昭和  7）年3月卒 7 2 0 0 9
1935（昭和10）年3月卒 13 4 1 0 18
1938（昭和13）年3月卒 18 5 3 0 26
合計 65 20 10 5 100
表4　第六臨時教員養成所家事科第一部、体操家事科









1番目 2番目 3番目 4番目 計
家事 5 4 5 14






















計 17 11 9 2 1 40
体操科以外の教科なし 60 60
合計 17 71 9 2 1 100
表5　1939（昭和14）年体操科以外の受持ち教科
東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第54号　2019 33
まとめ
本研究では，第六臨時教員養成所家事科第一部，
体操家事科卒業生の職歴を明らかにすることにより，
ジェンダーの視点からみた戦前における女子体育
教師の確立過程を考察してきた．さらに，大谷武一が
1938（昭和13）年に女子体育教師欠乏の理由として，
卒業生は体操が嫌だから家事ばかりに行き，「片手
を屈する程」しかいないと述べたこと，女高師校長下
村が「体操の先生が少し骨が折れるものだから」と述
べたことは事実であるかどうかを検証してきた．
女子高等師範学校で体操科教員養成がされてい
なかった間，女子の体操科教員不足を解消するため
に，1915（大正4）年に第六臨教家事科を家事科第
一部，家事科第二部に分け，家事科第一部で体操
科教員養成を始め，「体操科ノ内体操，家事，裁縫」
の教員免許が与えられた．1期3年の後，家事科第
一部は体操家事科，家事科第二部は家事裁縫科と
なった．
体操家事科のみ入学最低年齢が17歳から16歳と
なり，修業年限が3年から2年に短縮された．教員免
許状では裁縫がなくなり，「体操科ノ内体操，家事」と
なった．本来，無試験検定許可校は女高師本科学科
と準じていなければならなかったが，臨教と比較して
許可されたため女子の体操科無試験検定許可校の
教育内容も臨教とそれに準じるものになっていく．
各年度『東京女子高等師範学校・第六臨時教員
養成所一覧』を調査した結果，1925（大正14）年に
は外地も含めて37府県等で，それまでの卒業生109
人のうち2人死亡，27人非役で，80人が在職していた．
しかし，鳥取，島根，愛媛には国語体操専修科卒業
生も含めて，官立学校卒業者が全く在職しておらず．
新たな卒業生が出ても退職者があり，女子体育教師
養成が間に合わなかった．
1939（昭和14）年に家事科第一部卒業生は卒業
21年後，40歳を超えたころの年齢となった．卒業後
間もない卒業生の在職率は高いが，卒業7年後の
在職率は33.3％，卒業10年後では18.5％と減少して
いく．その後，13年後38.7％，15年後48.3％と持ち直
しているが，卒業21年後では14.3％の在職率であっ
た．全体では未婚者53.6％，既婚者22.8％の在職率
で，既婚者在職率は未婚者の半分以下であった．既
婚者では1924（大正13）年3月卒と1926（大正15）年
3月卒は40％内外と高い在職率を示しているが，他は
10％台であった．ジェンダーの視点から見て，結婚
は女子教員の職業継続を難しいものにしていた．
教員が不足しているという理由で，家事科と体操科
という組み合わせとなった家事科第一部と体操家事
科であったが，40歳前後の年齢になった卒業生の
在職は僅かとなった．1939（昭和14）年度における家
事科第一部卒業在職者3人中2人は家事科のみの
受持ちとなっており，大谷の「家事の方へ移って行く
のです」との言は間違いではなかった．
体操科の受持ちは卒業後7年経過した卒業生の
29.6％，卒業後21年経過で4.8％となった．在職者中
の体操科受持ち割合は緩やかに減少していた．
1939（昭和14）年の在職者中83人が体操科を受
け持っており，「職員録」に体操科が1番目に記載さ
れた71人が体操科教師と言える．17人は体操科を受
け持たずに，家事科などの教科受け持つ家事科教師
となっていた．全卒業生については，大谷の「家事の
方へ移って行くのです」と「体育をやってゐる人は此
の片手を屈する程しかないです」との言は正しいとは
言い難い． 
体操科と併せた受持ち教科を見ると，家事科，裁
縫のほか，音楽，国語，作法等多くの免許外教科を
受け持っていた．そして，これらの教科は体操科，家
事科に加えて，長い間女子教員が活躍できる教科と
なっていく．
第六臨時教員養成所家事科第一部，体操家事科
卒業生の在職率は卒業後次第に低くなり，特に既婚
者の在職率が低かった．そのため，女子体育教師が
養成されてもその数は増えなかった．ジェンダーの視
点から見て，結婚が職業継続を困難にしており，女
子体育教師の確立を難しいものとしていたが，1939
（昭和14）年においては，極少数の女子体育教師に
よって確立されようとしていた．
注
1） これまでの研究で，家事科第一部，体操家事科
34
卒業生数を計算する際，家事科第一部卒業生
21人を二回加算し，273人としていたので，訂正
する．正しくは252人である． 
2） 本研究は戦前を扱っているため，後身の東京女
子臨教家事体操科と体錬科については対象とし
ない．
3）  これまでの一連の研究で昭和14年（第36版）
の『師範學校中學校職員録』を見落としており，
確認できないとしていたが所在を確認し使用し
た．
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社団法人桜蔭会（2002）桜蔭会名簿．社団法人桜蔭
会：東京．
東京女子高等師範学校（1915）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正4年4月至
大正5年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1916）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正5年4月至
大正6年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1917）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正6年4月至
大正7年3月．東京女子高等師範学校：東京．
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東京女子高等師範学校（1918）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正7年4月至
大正8年3月．東京女子高等師範学校：東京．（お
茶の水女子大学附属図書館蔵）
東京女子高等師範学校（1919）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正8年4月至
大正9年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1921）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正10年4月
至大正11年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1922）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正11年4月
至大正12年3月．東京女子高等師範学校：東京．（お
茶の水女子大学附属図書館蔵）
東京女子高等師範学校（1923）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正12年4月
至大正13年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1924）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正13年4月
至大正14年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1925a）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正14年4月
至大正15年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1925b）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧附録卒業生氏名．
東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1926）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自大正15年4月
至昭和2年3月．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1927）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和2年至昭
和3年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1928）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和3年至昭
和4年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1929）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和4年至昭
和5年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1930）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和5年至昭
和6年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1931）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和6年至昭
和7年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1932）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和7年至昭
和8年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1933）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和8年至昭
和9年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1934）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和9年至昭
和10年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1935）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和10年至昭
和11年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1936）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和11年至昭
和12年．東京女子高等師範学校：東京．
東京女子高等師範学校（1937）東京女子高等師範
学校・第六臨時教員養成所一覧自昭和12年至昭
和13年．東京女子高等師範学校：東京．
中等教科書協會（1921）大正十年五月現在中等教育
諸學校職員録，中等教科書協會：東京．
中等教科書協會（1926）大正十五年五月現在中等教
育諸學校職員録，中等教科書協會：東京．
中等教科書協會（1930）昭和五年五月現在　第
二十七版　中等教育諸學校職員録．中等教科書
協會：東京．
中等教科書協會（1932）昭和七年五月現在　第
二十九版　中等教育諸學校職員録．中等教科書
協會：東京．
中等教科書協會（1934）昭和九年五月現在　第
三十一版　中等教育諸學校職員録．中等教科書
協會：東京．
中等教科書協會（1937）昭和十二年五月現在　第
三十四版　中等教育諸學校職員録．中等教科書
協會：東京．
中等教科書協會（1938）昭和十三年五月現在　第
三十五版　師範學校中學校職員録．中等教科書
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協會：東京．
中等教科書協會（1939a）昭和十四年五月現在　第
三十六版　師範學校中學校職員録．中等教科書
協會：東京．
中等教科書協會（1939b）昭和十四年五月現在　第
三十六版　高等女學校女子實業學校職員録．中
等教科書協會：東京．
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